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研究主題

音楽 に親 しみ、音楽的視野 を広げるための授業の在 り方

1主 題設定の理由

今 日の 日本 の社会 は 日常的 に多種多様な音 楽に満 ちあふれ、音 楽の情報 は膨大 な量 とな って

い る。 この ような環境 の中において は、経験 が浅 く音楽的価値判断の基準 も十分 に育 ってい な

い高校生 の場合 、触 れる機会の多い身の回 りの音楽 を自分の好みの音 楽 と思 い こんで しまう こ

とは、 ある程度や むを得 ない。 また一方では、音響機器の 目覚 ま しい進歩 と普 及に よ り、生徒

は恵 まれた環境 の中で音楽 に接 してい るが、 自ら音楽 を表現 した り、集団で音楽 を作 り上 げ る

喜びや感動 を味 わ う経験が不足 しが ちである。

音 楽 は一時的 な楽 しみ だけで はな く、心 に直接訴 えか ける特質 をもってお り、人間 と しての

豊か な生活や精神的成長 を助 ける原動力 ともな り得 る。音楽の授業 においては、生徒 の接 す る

ことの少 ない分野の音楽 を数多 く聴かせた り、集団を通 した音楽活動等か ら感動 を味わ った り

する ことで 、様 々な音楽の もつ よさや価値 を生徒一人一人 に気付かせてい くことが大切である。

そのため には、教師主体の授業 と生徒の活動 が主体 となる授業 をバ ランス よ く行 うと共 に、 音

楽に親 しみやすい題材の工夫 に視点 をおいた授業 を創造す る必要がある。

高 等学校学習指導要領の芸術 科 目の 目標 には 「芸術的 な能力 を伸 ば し、美 に対す る感性 を高

める とと もに、生涯 にわた って芸術 を愛好す る心情 を育て、豊かな情操 を養 う」 と掲 げ られ て

いる。その 目標 を達成す るためには、主体的 に音楽活動 を行お うとす る態度 や能力 が必要 不可

欠 であ り、 また活動 を補完するための音楽的基礎力 と して、「授業 におい て身 に付 け る知 識 や

技術」 とい う力 と、「授業の 中での感動体験 が共感 を呼 び起 こ し、 次へ の期 待感 へ と広が って

い く方向性」 とい う力の両方が必要 である と考 えた。

そこで今年度 の研 究では、学校 の授業が、 これ ら音楽的基礎力 を身に付 ける機会 を与 え、生

徒の音 楽観 の狭 さや体験 の浅 さを補完 し、音楽 に対する将来的な姿勢 に も影響 を与 え うる と考

え、 「音楽 に親 しみ 、音楽的視野 を広げるための授業の在 り方」 を追 求す る こ と と した 。具 体

的 には、最初 に教材 や指導法 において生徒が取 り組 みやすい内容 を工夫す ることで 、様 々な分

野の音楽 に親 しめる体験 を もたせ た り、グル ープ活動等 に より生徒相互の影響力 も利用 しなが

ら興味 ・関心 を呼 び起 こ した りしなが ら、 よ り広 くより深 い音楽的視野 に基づいた基礎 的知 識

を理解 させ る授業 の進 め方 につ いて考 えた。 これか らの音楽の授業 を考 えるとき、音楽活動 全

般 を幅広 く理解す る柔軟 な姿勢が身 に付 き、永続 的な楽 しみ を得 られ るような価 値のある音 楽

をも選択で きる力や真 に創造的で個性豊かな音 楽の能力 を発揮 す る力 を育てる ことが大切で あ

る。
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H研 究の構想図

②音楽の学習を通 して、感動体験を積み重ね、豊

かな感性を養 うとともに、生涯にわた り音楽に

親 しむための幅広い音楽感や音楽文化を尊重す
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皿 研究の内容

1理 論 研 究

(1)「 音 楽 に親 しむ こ と」 に つ い て

〈生 徒 が 大 きな声 で一 生 懸 命 歌 って い る〉 〈夢 中 で練 習 に没 頭 して い る〉<音 楽 室 を 出

て行 く時 、授 業 で練 習 した 曲 を 口ず さ ん で い る 〉 〈授 業 で 鑑 賞 した 曲 のCDを 借 りに 来

る〉 等 、い ろ い ろ な場 面 で生 徒 た ちが 音 楽 に親 しん で い る様 子 が 感 じられ る。

本 研 究 で は 、 そ れ を更 に一 歩 進 め て 、 生徒 が よ り主 体 的 に音 楽 に取 り組 も う とす る態 度

を もっ て欲 しい と考 え 、 「音 楽 に親 しむ」 とい う こ と を 「広 が り」 と 「深 ま り」 の2つ の

面 か ら と らえ る こ と と した。

「音 楽 に親 しむ」 こ とにお け る 「広 が り」 とは 、様 々 な音 楽 を体験 しよ う とす る態 度 を

育 て る こ とで あ り、「深 ま り」 とは 、 よ りよい もの を求 め よ う とす る 態 度 を育 て る こ とで

あ る と考 え た。

(2)「 音 楽 的 視 野 を広 げ る こ と」 に つ い て

生 徒 が 音 楽 に親 しむ とい う経験 をす れ ば 、音 楽 的知 識 が 豊 か に な り音 楽 的 視 野 が 広 が る

の で は ない か と考 え、 「音 楽 に親 しむ」 と同 様 、 「音 楽 的 視 野 を広 げ る」 とい う こ と を 「広

が り」 と 「深 ま り」 の 両 面 か ら と らえ る こ と と した。

「音 楽 的 視 野 を広 げ る 」 こ と にお け る 「広 が り」 とは、様 々 な音 楽 に応 用 発展 す る こ と

の で きる 力 を育 て る こ とで あ り、 「深 ま り」 とは 、 ひ とつ の音 楽 を よ り深 く追 求 す る こ と

の で きる 力 を育 て る こ とで あ る と考 え た 。

(3)授 業 改 善 の 視点

体

験

↓

知

識

↓

体

験

指導事例

育 てたい ソル フ ェー ジュ リズム学習 合 唱 創 作 日本音楽
資 質 ・能力

広 様々な音楽を体験 様 々なジャ ンルの スネア ドラム を使 様々なジ ャンルの 簡単な作曲の体験 伝統楽器に触れる

が しょう とする態 度 教材の活用 用 した リズム音楽 音楽の導入

親 り
の実体験

し よ りよい ものを求 音楽を表現する諸 リズム譜の理解 豊かな響 き、美 し パ ソコン操作 の習 基礎的な演奏技術

む 深
ま

め よう とす る態度 要素の理解 技術の習得 い ハ ー モ ニ ー 、 歌 得 、作 曲の成就感 の習得

り 詞 の理解 、技術 の

習得

様々な音楽に応用、 読譜や記譜能力の 重奏や ピア ノ伴奏 より美 しい音楽 の 難 しい段階への挑 日本音楽の もって

視
広
が 発展す ることので 向上 を取 り入れた多様 追求 戦 い るよさの理解

野 り きる力 なリズム表現 の追

を

広
求

げ
る 深

一つの音楽 をよ り 音楽活動への音感 音楽性豊かに リズ より美 しく音楽 を 音楽を表現する諸 日本的な音楽表現

ま 深 く追求す るこ と 覚の活用 ム表現 をする能力 表現する能力の向 要素の理解 の追求
り

ので きる力 向上 上

ポピュラー音楽の グルー プ指導 選曲の工夫 パ ソコンの活用 進度別学習発表と

活用 年間 を通 しての継 リー ダ ー の 育成 相互評価

指導法の工夫 読 む 、歌 う 、覚 え 続的指導

る、復元す る活動

の反復

一3一



2授 業研究

指導事例1ポ ピュラー音楽 を利用 したソル フェージュ指導の試み 音楽 皿

像 題材設 定の理由

読譜力がな くて も、音 楽 を楽 しむことはで き、音楽 を聴いて感動するために、読 譜力 は必

ず必要 とい うものではない。 しか し、自 ら音楽に親 しもうとした り、未知 の曲 を知 ろ う とす

る場合 、読譜力が必要であ る。読譜力 を身に付け させるには、生徒一人一人が興味 ・関心 を

もって授業 に取 り組め るような指導法 を工夫す ることが大切で あ り、 「親 しみ 、 視野 を広 げ

る」 こ とを 目標 としなが ら、その達成 のための一つ と して ソルフェージュ指導(読 譜 、記 譜

力 の育成)は 有効であ ると考 える。 ソルフェージュ指導に より、音楽の 自己能力 を一つ 一つ

蓄積 してい く過程で は、音楽 に対 する認識 の深 ま り、興味 の広 が りが可能で ある。音楽 を分

析 的に見 るの で、音楽 を要素か ら見た指導が可能であ る。

また、読譜力 の育成 は、生徒の 自立的音楽活動 を可能 にする。 これは生涯 に渡 って音 楽 を

能動 的に楽 しむための基礎能力 になる。

さらに読譜 力は、知的理解であ り理論的思考 を助 け、音楽理 解の可 能性 を高める。

音 楽授業 の指導 内容 として有用である にもかかわらず 、授業 であ ま り取 り上 げ られ るこ と

が少ない理 由 として、ひ とつ に年間の授 業時数が少 ない とい う問題であ り、ひ とつは生徒 一

人一人が興 味 ・関心 をもちに くく音楽嫌い を生む懸念 である。

この読譜力や記譜力 を育成す るため には、時間的な制約 もあ り不十分 な指 導 とな りが ちで

あ るが、考 え方 を身に付 け させ た り、自己学習がで きる ような資質 を育 てた りす るような指

導 までは可能である。

音 楽の授 業に対 する興味 ・関心 を高め るためには、意義 を明確 に伝 える ことと、生徒が 親

しみ をもてる題材 を使用す るこ と、機械的 にな らず 、音楽的お もしろさを失わ ない ように留

意す ることで解決する と考えた。親 しみの もてる題材 とは、生徒 にとって分か りやすい音 調

の もの、 日常的 なものが有効 である と考 え、ポ ピュラー音楽 を中心 として進めることとした。

生徒 は既 にあ る音感覚 をもってお り、読譜 ・記譜 はで きない に して も、それ を表現す る能

力 は もってい る。 この感覚 に楽譜 を一体化 させ、知的理解 と個別練習 を し、一般化 を図 って

い くこ とで親 しみ 、興味 をもちなが ら読譜 ・記譜能力が育成 される と考 え、本題材 を設 定 し

た。

2指 導 目標

(1)身 近 で親 しみ の あ る楽 曲 を楽 しみ な が ら学 習 し、 読 譜 ・記 譜 能 力 を育 成 す る 。

(2)感 覚 的 に行 っ て い る こ とを 、知 的 に理 解 し楽 曲体 系 の 中 に位 置 付 け る 。

(3)ひ とつ の題 材 を多 くの視 点 か ら分析 、 学 習 し音 楽 的視 野 を広 め る。

(4)反 復練 習 に よっ て十 分 習 熟 し認 知 を深 め 、音 楽 と楽 譜 を一 体 化 させ る 。

(5)幾 つ か の 課 題 を蓄積 す る こ とで 、読 譜 ・記 譜 能力 を育 成 す る。
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3指 導計画

(1)学 習 の流 れ

課題教材 の歌唱 に よる練習→音符の学習 とリズム練習→音高読譜 と階名唱練 習→知 的理

解 と部分練習→ 反復練習 と記憶→楽譜 に復元→他の構成要素の学習→次課題→蓄積→読譜 ・

記譜力 の育成

(2)各 要素 の学習段 階

A音 価(リ ズム)

① 音 符、休 符の楽典的理解

② 特徴 的 なリズム を取 り出 し、その分析 とリズムの とり方 の指導 、練習

③ リズ ム感の養成

④ ② の リズム を使 った課題の リズム打 ち⇒読譜力の確 認

⑤ ② の リズ ムを使 った課題の リズム聴音⇒記譜力の確認

B音 高(メ ロデ ィー)

① 階名唱で練習

② 特徴的 なメロデ ィーラインを取 り出 しその分析 と音高(程)練 習

③ 階名唱で反復練習 し暗譜

④ 似 た ようなメロデ ィーラインを もつ課題の視 唱⇒読譜力の確認

⑤ 似 た ようなメロデ ィーラインを もつ課題の聴音⇒記譜力の確認

Cそ の他 の要素 の理解

D歌 として音楽的 に表現す る

4仮 説検証 の視点

(1)ソ ルフェージュ学 習において親 しみがあ り、既知 の曲を教材 とす るこ とが効果的か ど う

か。

(2)親 しみのある曲を使用す るこ とによって、生徒 が よ り積極 的に、主体 的に取 り組 むか ど

うか。

(3)限 られた授業 時間の中で、予定 された学習 をや りとげる ことがで きるか どうか。

(4)課 題 を習熟 し、蓄積 した ものが他 に応用で きるか、一般 化で きるか どうか。

5学 習活動 の展 開(4時 間扱 い)

(1)学 習 課題

A一 拍3分 割 に よる リズム

B順 次 進行 に よる課題 の読譜 と視唱

C他 の要素の学 習

D歌 唱表現

(2)使 用 楽曲 「けんか をやめて」 竹 内 まりや作 曲(1982年)

(3)学 習内容 と流れ

学習 内容 と流 れ 指導上の留意点

学習課題A一 拍3分 割 に よる リズ ム

①基本 的は一拍3分 割 に よる リズ ムの理解 とリズムの とり方 2分 割 ・4分 割 等 との
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及び記譜法について

② リズム打 ち(楽 曲中か ら取 り出す)

③3分 割 リズムの基本型 と変形につ いて の理解 と練 習

基本形 ♪♪♪1・2・3形
ヒ ヨ　ヨ

変 形a1♪ ♪ ン
ヒ　ヨ　ヨ

a2frf
ヒ3J

a3ン ♪ ♪
ヒ ヨ　ヨ

変 形blfン ン
ヒ3J

b2rfr
ヒ ヨ　ヨ

b3rり
L3一

♪J1・2形ヒ3J

Jf1・3形
L3-」

2・3形

・ 」r1形

L3-」

2形

・1♪3形
L3-」

④ 変形 を含んだ リズム打 ち(楽 曲中か ら)

⑤新 曲課題の リズム打 ち⇒読譜力テス ト

⑥ リズム聴音 ⇒記譜力テス ト

ちが いを把握 させ る

一 つ 一 つ のパ ター ン を

き ちん と理 解 させ 正 確

に打 て る よ うにす る

三連符 を正確 に感 じさ

せ る

・親 しみ の あ る課 題 に よる こ とで 生徒 が 自主 的 に取 り組 み
、成果 をあげ たか 。

・音 符 を理 解 し、3分 割 に よ る色 々 な リズ ム を正確 に表現 で きる よ うに な っ

た か

*こ こで は3分 割 に よる もの のみ を扱 い 、

は扱 わ な い 。

2分 割 ・4分 割 等 を含 ん だ 、総 合 的 な も の

学習課題B順 次進行 による課題の読譜 と視唱

①音高 を読 む(跳 躍進行の部分 を丁寧 に)

②階名唱(反 復練習で暗譜する)

③特徴的 なメロデ ィー ライン(こ そでは順次 進行)を 使用 し

た課題の視唱練 習

④ 楽譜の復元

⑤ この曲の特徴 を生 か した課題で新曲視唱b読 譜力テス ト

⑥ この曲の特徴 を生 か した課題で聴音 ⇒記譜力テス ト

導入時はゆっ くり丁 寧

に進める

反復練 習は機械 的 にな

らない ように配慮す る

・親 しみ の あ る課 題 に よ る こ とで生 徒 が 自主 的 に取 り組 み
、成 果 をあ げ た か 。

・読 譜 ・記 譜 能 力 が 高 ま り興 味 を もち
、 意 欲 が 高 まっ たか 。

<更 に視野 を広 め、深め るための学習》

学習課題C他 の要素の学習

① 形式

② この曲の コー ドについて(2時 間授業 の別の1時 間は コー

ドの学習 を行 っている)

③3分 割 の リズムで作 られてい る音楽 につ いて

コー ド学習 との関 連 を

はか る

色 々な音楽 に使わ れて
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実 際 の 作 品 の 中か ら鑑 賞 ・歌 唱 に よ り他 の 用 例 を学 習 し更

に理 解 を深 め 、 視 野 を広 め る。

例 竹 内 ま りや の 他 の 作 品 ・ボ レロ ・水 戸 黄 門の テ ー マ

ビ ビデ ィバ ビデ ィ ブー ・津軽 海 峡 冬 景 色 等

唱 歌 に ほ とん どで て こ ない こ と、最 近 のポ ップス にあ ま り

使 わ れ ない こ との 理 由 を考 え る 。

お り、この学習 の有効

性 と一 般性 を理解 させ

る

音 楽には時代傾 向が あ

る ことを理解 させ る

音 楽 的視 野 が 広 ま り、一 層 、興 味 ・関心 を もつ よ うに な っ た か。

学 習課題Dま とめ と歌唱表現

①正 確 さを保 ちなが ら

② 自由 な表現で

一音 一 音 に注 意 させ る

理解が深 ま り、技巧が向上 し、音楽的表現 が よ り豊 かになったか。

6考 察

3年 選 択 の授 業 にお い て ソ ル フ ェ ー ジ ュ指 導 を行 っ た 。 この 選 択 音 楽 は、 音 楽 関 係 や 、 保 育

方 面 の 進 路 を考 え てい る生 徒 、及 び 自分 の音 楽活 動 の た め に音 楽 的 能 力 を高 め た い と考 え て い

る生 徒 を対 象 と して講 座 を設 置 して い る。 そ の た め 、 目的 意 識 も明 確 で あ り、 必 履 修 の 音 楽 授

業 と は在 り方 が 異 な り、3年 の 選 択 の 授 業 と して 、年 間 を通 して ソ ル フ ェー ジュ を指 導 内 容 と

す る こ とが 可 能 で あ る。

生徒 の 反 応 と して は、 授 業 中の 学 習 活動 を 楽 しみ なが ら、 よ く取 り組 ん で い た 。 た だ 楽 曲 を

暗 譜 した り、そ れ を楽 譜 と して 復 元 す る こ とにつ い て は 、負 担 が 大 き く内 容 的 に難 し過 ぎ る か

も しれ ない 。 また 、 週 一 回 とい う限 られ た授 業 時 間 で は 、毎 週 同 じ事 を繰 り返 した り、 充 分 習

熟 した り しない う ち に次 の 課 題 に進 む こ との な い よ うに 、年 間 の 指 導 計 画 を十 分 に検 討 し作 成

す る こ とが 大 切 で あ る。

この よ う な ソル フ ェー ジ ュ指 導 にお い て 、 どの よ うな授 業 内 容 が 可 能 で あ るか 、 また 、 生 徒

一 人 一 人 に どの 程 度 まで の 目標 を求 め るかが 課 題 と して残 った
。 しか し、仮 に 目標 に した レベ

ル に到 達 で き ない に して も、音 楽 を分析 し、考 え 、知 的 に理 解 し、音 楽 的 視 野 を広 げ る こ とは

で き、 成 果 が あ った 。

また 、 様 々 な 思 い で 音 楽 を選択 して くる1・2年 の必 履修 の音 楽の授 業 にお いて 、 ソルフ ェー

ジ ュ指 導 を どの よ うな 方 法 で取 り入 れ て い くか につ い て 、今 後 研 究 を更 に進 め る こ と も課 題 と

して残 っ た 。 しか し、3年 選択 の授 業 にお い て 実 践 した こ とは 、1・2年 の授 業 に応 用 す る こ

と も可 能 で あ り、授 業 を よ り豊 か にす る もの と考 え られ る 。今 まで あ ま り題 材 と して取 り上 げ

られ る こ との 少 なか っ た ソル フェ ー ジ ュ を工 夫 して 興 味 ・関心 の あ る 内容 と し、授 業 内 容 の ひ

とつ と して 取 り入 れ て い く必 要 が あ り、 ソ ル フ ェ ー ジ ュの授 業 に色 々 な可 能 性 が あ る こ と も 明

確 とな っ た 。

ソル フェ ー ジ ュ授 業 で は 、 身近 な 楽 曲 に よ る授 業 の改 善 が重 要 で あ るが 、題 材 を何 にす るか 、

身 近 な 楽 曲 か らそ れ ぞ れ の 課題 に適 した 曲 をい か に選択 す る か が難 しい。 生 徒 に とっ て 身 近 な

音 楽 は 時 代 と と もに 変 化 し、個 々 の生 徒 の差 もあ る。 本事 例 で 成果 が上 が った 曲 も次 の代 で は、

身 近 さ を感 じな くな っ て い る こ と もあ り、 どの よ う な曲 を選択 す る かが 重 要 で あ り、今 後 の 課

題 で もあ る 。

身 の 回 りにあ る もの を取 り上 げ 、 日常 的 な もの を題 材 と して 、生 徒 一 人 一 人 が楽 しみ な が ら

新 しい発 見 を通 して読 譜 ・記 譜 力 を高 め る こ とが 必 要 で あ る 。
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指導事例II打 楽器 を活用 したリズム学習 音楽1

1題 材設定の理由

落 ちついて授業 を受 けることが困難であった り、学習活動全般 に対 して自信や意欲 を欠 く生

徒が入学 当初 に多 々見 られる場合、第一にいかに して授 業内容 を充実 させ るかが重要 な課題 と

なる。その点 スネア ドラムは、叩 けば音が鳴 る という性 質上 、楽器が苦手 と思い こんでい る生

徒 に安心感 を与 え、また個人でバ ン ド活動等 を行 っている生徒 や主 に流行 曲を好む生徒 に とっ

て も身近で受 け入れ られやすい。そのため、授業 に取 り組む姿勢 や音楽 の能力 に どう して も差

がつ きがちな一学年 で実践す る内容 として、最 も適 した題材である と考 えた。第二 に、実際 に

スネア ドラムの様 々な曲を経験 してい くことに よって、打楽器に対 して親 しみや新 たなイ メー

ジを もたせ る と同時 に、 リズ ムとい う音 楽の重要 な基礎 知識 をも自然 に体得 させ るこ とが可 能

と考 え られる。 さらに楽 曲を演奏す る上 で必然性か ら、読譜力や表現力 について も学習効果 が

期待で きる と考 え、本題材 を設定 した。

2指 導 目標

(1)ス ネ ア ドラ ムの 練 習 を通 して リズ ム感 を育 て る と と もに 、読 譜 力 ・表 現 力 な ど基 本 的 な

能 力 も身 に付 け る。

(2)ス ネ ア ドラ ム の演 奏 技術 を学 ぶ こ とで 、生 き生 き と した打 楽 器 奏 が で き る よ う にす る。

(3)一 つ の 曲 を仕 上 げ る際 の 集 中 力 や達 成 感 を経験 す る 。

(4)ペ アや グ ル ー プ に よ る重 奏 や合 奏 を通 して協 力す る喜 びや 音 を合 わ せ て 音 楽 を作 る こ と

の 楽 しさ を知 り、 また 同 時 に 主体 的 に音 楽 活 動 にか か わ る気 持 ち を もた せ る。

3指 導 計 画

◆1学 期(7時 間 扱 い)

・ス ネ ア ドラム の 楽 器 の しくみ とス テ ィ ッ クの持 ち 方(持 つ 位 置 、 トラデ ィ ッ シ ョナ ル グ

リ ッ プ、 マ ッチ グ ドリ ップ)に つ い て 理 解 し、 自分 に合 う持 ち方 を選 択 す る。

・リズ ム譜 上 のR(右 手)とL(左 手)に つ い て理 解 す る
。

・4分 音 符 ・8分 音 符 ・16分 音 符(含 休 符)に つ い て の簡 単 な知 識 を説 明 しな が ら段 階 的

に基 本 的 な練 習 曲 を演 奏 す る。

・グル ー プ毎 に練 習 曲 の達 成 度 をチ ェ ッ クす る
。

◆2学 期(8時 間扱 い)

・ウ ォー ミ ング ア ップ用 の 練 習 曲 を導 入 す る
。

・手 首 の柔 軟 性 とス テ ィ ックの 弾 ませ 方 に注意 し
、 良 い音 色 が 出 て い る か を確 認 す る。

・1つ 打 ち 、2つ 打 ち と数 を増 や しなが ら、弾 ませ 方 を学 習 し、 ロー ル へ と発 展 させ て い

く。

・強拍 と弱拍 に つ い て学 習 しなが ら、 ダ ウ ン ・タ ップ ・ア ップお よび ア クセ ン トや フ ラ ム

へ 発 展 させ て い く。

・演 奏 家 の 楽 器 奏 法 の ビデ オ を参 考 に して 、 さ まざ まな演 奏 技 術 につ い て 学 習 す る。

・3連 符 お よび8分 音 符 と16分 音 符 を組 み 合 わせ た リズ ム を数 種 類 学 習 し、 練 習 曲 を演 奏
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す る 。

・二 重 奏 の楽 譜 の 読 み方 を学 習 し、 曲 の練 習 の後 、ペ ア を組 んで演 奏 を発 表す る 。

・ピァ ノ伴 奏 付 独 奏 曲 を練 習 し、演 奏 を発 表 す る 。

・今 ま で学 習 した リズ ム を使 用 して 創作 活 動(含 楽 譜 を書 く学 習)を 行 う。

◆3学 期(5時 間扱 い)

・ウ ォー ミ ング ア ップ用 の練 習 曲 を継 続 し、発 展 させ る 。

・三 重 奏 や 四重 奏 曲 を練 習 し、 グ ル ー プ毎 に演 奏 を発 表 す る。

・他 の打 楽器 類 も取 り入 れ た合 奏 曲へ 応 用 させ る 。

・ア ドリブ に つ い て理 解 し、 曲 の 中へ 応 用 させ る 。

4評 価 の観点

(1)耳 で覚 えた演奏 ではな く、音符 や休符 ・拍子 など知識 面を理解 して演奏 してい るか。

(2)曲 にふ さわ しい演 奏技術 を用 いて、表現豊か に演奏 で きているか。

(3)個 人練 習の時間や グループ内での協力 を要す る場 で意欲的に活動 しているか。

5仮 説検 証の視点

(1)親 しみやすいス ネア ドラム を活用す るこ とで意欲的な活動が期待 で きるので はないか。

(2)演 奏 に必要 とい う理由か らリズムに関す る知識やス ネア ドラムの演奏技術 を学 ぼ うとす

る姿勢が見 られ るので はないか。

(3)グ ル ープ活動 にす ることで互 い に教 え合 うな どの協調性 を発揮す る場 や、一 人一 人が 主

体的 に活動 しようとす る場がで きるのではないか。

6学 習活動の展開

1学 期(1時 間 目)導 入

指 導 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

・ス ネ ア ド ラ ム ・他 の タム類 との比 較 で 響 き線 につ い ・響 き線の有無 に よる音色 の違

の説 明 て 知 る 。 い に気 付 か せ る。

・ス テ ィ ッ ク の ・ ト ラ デ ィ ッ シ ョ ナ ル グ リ ッ プ と マ ッ ・ス テ ィ ック の3分 の1の 位 置

持ち方 チ ドグ リップの両方 を学習 し各 自に を持 つ よ う助 言 す る。

合 った持 ち方 を選択す る。

・RLの 説 明 ・楽譜 のR(右 手)L(左 手)に 注 意 ・全員が理解で きるまで何 度 も

・練 習 曲 しなが ら4分 音符 と8分 音符(含 休 練 習 させ る 。

符)の みの簡単 な曲を練習する。 ・机 の角 を打 た な い よ うに 指 示

す る 。

意欲的 に活動 してい るか。 リズム譜の基本が理解で きたか。

]1
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2学 期(2時 間 目)

指導内容⊥一 _⊥
・強拍 と弱拍 の

理解

(楽譜上 の理 論

お よび簾 到 〈ダウン ・ア ・プ例〉

の テ ク ニ ッ ク

の 学 習 〉

・4分 の2拍 子 で ダウ ン ・ア ップ 、3

連 符 で ダウ ン ・タ ップ ・ア ップ を練

習 しな が ら強 拍 と弱拍 を学習 す る。

指 導 上 の 留 意 点

{
・練 習 曲

・二重 奏 曲

〈ダ ウ ン ・タ ッ プ ・ア ッ プ 例 〉

ウン
e

ヌγフ
v

j

ア孕

-・ 11
,. フ 騒

ノ 1

ノ k 一■ 睦一

・トレー ニ ング 曲集 を練 習 す る。

1
・楽譜 の読 み 方 を学 習す る 。

・全 体 を上 下 パ ー トに分 け 自分 の パ ー

トの音 符 を記 入 して か ら練 習 を始 め

る 。

・パ ー ト別 に練 習 した後 全 員 で の 合 奏

をす る 。

i
L二 二…

・強拍 の 時 に ス テ ィッ クを ス ネ

ア の 表面 に押 しつ け とヘ ッ ド

の振 動 を妨 げ な い よ う助 言 す

る 。

・ア クセ ン トをつ け る た め に 高

噺 から腕鍾 みを糊 して1

落とす・一 ダウンi

・次 に ア ク セ ン トを打 つ た め に

ス テ ィ ック を高 くあ げ る 動 き

をす る。 → ア ップ

・ア クセ ン トが 付 か な い場 合 は

ス テ ィ ック の振 幅 は狭 く な り

装 餓 音 符 を打 つ 場 合 と似 た 状

態 に な る 。→ タ ップ

・固 い動 きや音 に注 意 させ る 。

・上 下 そ れ ぞ れの パ ー トの音 符

や休 符 の見 方 を学 習 させ る 。

・学 習 した 演 奏 技術 を用 い る よ

う指 示 す る。

・RLと 強 拍 弱 拍 との 関 連 に注

意 させ る 。

・二 重 奏 の 演 奏 見 本 を示 す 。

学習 した演奏技術 を曲の中に応用 しようとしてい るか。

2学 期(5時 問 目)

指 導 内 容

・練 習 曲

・ロ ー ル の 理 解

学 習 活 動

・ トレー ニ ン グ 曲集 を練 習 す る。

・ス テ ィ ックの ヘ ッ ドを落 と して 弾 む

感覚 をつ か み 徐 々に左 右 交 互 に弾 ま

せ ロー ル につ なげ る 。

〈ロ ー ル の練 習 例 〉

穿 孝 幸」 ま
-・ s ' s

→卜,.
ノ

畠 ■ ・ ■ ■ ● の ■● ...,,...

ノ

RRRR・' RRRR" RRR澱 ・・RR甑 ・・

u

(L)(し2(し ♪(L,

ヨ

ー
:

1

.手響羨 巖 羨 謂
容 に注 意 させ る。

・一 回の ス トロ ー クで5～6個

以上 の音 のつ ぶ を鳴 らす 。

(音 は減 衰 して い く)
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・伴 奏 付 独 奏 曲

〈スペ イ ン>

CHABRIER作 曲

R R R R

L L L L

・4分 音 符 や8分 音 符 を ロ ー ル に す る

際 の ス テ ィ ック使 い を学 習 す る 。

〈練 習 例〉

RLRLRLRLRLRLRLRL

RLRLRLRLRLRLRLRL

・楽 譜 に ロ ー ルで 実 際 に打 つ音 型 と フ

ラ ムのRLを 記 入 して か ら練 習 す る

・全 体 の 曲の 構 成 を調 べ る 。

・伴 奏 に合 わせ て演 奏 す る 。

・左 手 が ロ ー ル に な りに く い こ

の を助 言 す る 。

・指 の 支 点 を しっか りさせ ヘ ッ

ドが ぶ れ ない よ う に させ る。

・ス ティ ックを持つ場所 が 少 し

移動す るだ けで も弾み方 が違

うことに注意 させ最 も弾 む場

所 を探 させ る。

・短 い音符は手首 を中心 に使 い

長 めの音符 は肘か ら先 を使 い

上下の運動 を少 し大 きめ にす

るよ う指示す る。

・ロ ー ルの 音 符 とロー ルで は な

い 音 符 の ス テ ィ ックづ か い の

違 い に注 意 させ る。

・4分 の3拍 子 の 強 弱 に注 意 し

てRLを 記 入 させ る。

・同パ タ ー ンの 繰 り返 しで あ る

こ とに気 付 か せ る。

伴奏 と合わせ よう と努力 しているか。ア ンサ ンブルに親 しんでいるか。

7考 察

生徒 全員が楽 しく活動 で きる内容 を との思いか ら取 り上げたス ネア ドラムへ の生徒の 反応 は

良好 で、特 に男子生徒 の積極 的な姿勢 は予想 を上 まわる ものであった。スネア ドラムの演 奏技

術習 得 と平行 して行われ るこの リズム学習 は、最 も簡単 な段 階か ら開始 し、楽譜が読 めない生

徒 の導 入での負担 を少 な くした上 で、曲の演奏 を通 して徐 々に楽譜上 の リズムやその他 の基礎

知識 を理解 させてい く指導計画になっている。ス ネア ドラムの演 奏は一見 簡単 に思 われが ちだ

が、長期 間訓練 しなければ得 られない技術 もあ り、 リズムを学習 させ る進度には合わせやすい。

ただいかに段 階 を踏んで指導 して も遅 れが ちな生徒 もいるため、 グループ学習 に よる工 夫や ゆ

るやかな進度での指導 が欠かせ ない状況であ る。 しか し継続 して学ぶ こ とで、いかなる生 徒 も

演奏技術 の上達や併せ て リズムの知識 ・表現力等が確実 に深 まっている。このこ とは生徒 本 人

の音 楽に対する 自信 や意欲につなが り、音楽 を生涯愛好 する気持 ちの基盤 にな り得 る と期 待 で

きる。今 後は民族楽器 を含む様 々な打楽器 を使用 しての合奏 な どに も発展 させ てい く。
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指 導事例 皿 リーダー を育成 し、豊 かな表現 力 を育 てる合唱指導 音楽1

1題 材 設 定 の 理 由

あ らゆ る音 楽 活 動 の 中で 、 「歌 う こ と」 は基 本 で あ り、 特 に音 楽 の授 業 にお い て 「合 唱 」 は 、

皆 で 一 つ の 曲 を作 り上 げ て い くとい う集 団 な らで は の意 義 深 い 活 動 で あ る 。合 唱 を通 じて ア ン

サ ン ブル の 魅 力 に気 付 か せ 、音 楽 の喜 びや 感 動 体験 を味 わ わせ る こ と、 また 、音 楽 を通 して 人

と人 との 結 びつ きを強 め て い くこ とは学 校 教 育 の 中 で非 常 に重 要 な こ とで あ る 。

しか しなが ら、一 方 で は、最 近 の生 徒 の音 楽 の 楽 しみ方 は多 様 化 して お り、音 楽 を 身 近 な も

の と して 親 しんで い なが ら、 人 と一 緒 に歌 った り、合 唱 した りす る こ とに無 関心 な態 度 を 示 す

傾 向 が あ る。 個 人 的 に好 み の音 楽 を聴 くこ とや 、 カ ラオ ケ な どで 歌 っ て発 散 す る こ とは あ っ て

も、 合 唱 な どに意 欲 的 に取 り組 む姿 勢 はあ ま り見 られ な い 。一 般 的 な傾 向 と して合 唱 人 口 が 減

少 し、 ま た生徒 が授 業 の 中 で歌 わ な くな った と よ く言 われ てい るの も、 この よ うな状 況 を反 映

して い る もの と考 え られ る。

従 って 、授 業 で 合 唱 を扱 う場 合 、個 人 の趣 味 に起 因す る と思 わ れ る音 楽 的経験 の違 い、 また、

そ れ まで の 学 校 教 育 で の 音 楽体 験 の違 い に よ って 、生 徒 の 能力 差 が 広 が って きて い る こ と、 さ

ら に別 の 観 点 か らは 、合 唱 を作 りあ げ る上 で重 要 な リー ダ ー的 人材 が 乏 し くな っ て お り、 こ れ

らの 課 題 を一 つ 一 つ 解 決 す る こ とが 、音 楽 の授 業 を充 実 させ る こ とに つ な が っ て い く。

そ こで 、合 唱 の授 業 の 導 入 にお い て親 しみ や す い教 材 を工 夫 す る こ と に よ り、生 徒 た ち に 合

唱 に対 す る興 味 を もた せ た り、 ま た 、 リー ダー を育 成 した りす る こ とに よ り生徒 の活 動 を充 実

させ 、 パ ー ト練 習等 を活性 化 しなが ら合 唱 の 基礎 力 を高 め たい と考 え 、 本題 材 を設 定 した 。

2指 導 目標

(1)合 唱 に親 しませ 、合 唱 の楽 し さや 喜 び を味 わ わせ る。

(2)よ りよい合 唱 表現 をす る ため に必 要 な技 術 を習 得 す る。

(3>各 パ ー トの役 割 を理 解 し、指 揮 者 やパ ー トリー ダ ー を 中心 に合 唱 の表 現 を考 え 、生 徒 一

人 一 人 の 意 識 を高 め る 。

(4)生 徒 相 互 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン、協 調 性 を育 成 す る。

(5)豊 か な響 き、美 しいハ ーモ ニ ー を追求 す る。

3指 導 計 画(対 象:1学 年)

◆1学 期(8時 間 扱 い)

・既 習 曲や 、平 易 な斉 唱 曲 を題 材 に、声 を 出す こ とに慣 れ させ る。

・呼 吸 法 や 発声 法 の基 礎 を 身 に付 け させ る 。

・自分 の声 の 適性 を知 り、声 域 を理 解 させ る 。

・四 声 体 の カデ ン ツの 指導 をす る。

教 科 書 の 中 か ら、既 習 曲 を数 多 く歌 わせ 、 発声 につ い て の基 本 的 な こ と を指導 して い く。 特

に 呼 吸 法 に関 して は 、 入 学 時 ほ とん どの 生徒 が腹 式 呼 吸 を で きない の が 現状 で あ り、 パ ー ト分

け の 時 に 、呼 吸 法 を個 別 に指導 して い く。 「エ ー デ ル ワ イス 」 「愛 の コー ラス 」等 、 二 部 合 唱 や

部 分合 唱 曲 を教 材 に 合 唱 を導 入す る 。パ ー ト練 習 は 、場 所 を分 散 させ ず 、 全 体 の 中 で 行 っ て い

くな ど につ い て 、 配 慮 す る こ とが 大 切 で あ る。
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◆2学 期(8時 間 扱 い)

・発 声 の 基 礎 技 術 の 向上 を はか る。

・パ ー トリー ダ ー の役 割 を認 識 させ 、 パ ー ト練 習 を充 実 させ る。

・ア ・カペ ラ の合 唱 に挑 戦 す る 。

・色 々 な合 唱形 態 や 、合 唱 曲 を知 る。 → 色 々 な合 唱 曲 の鑑 賞 。

・ 「は る か な友 に」 「さ よ な らみ な さ ま」 「大 地 讃類 」 等 の教 材 を合 唱 す る。

合 唱 の 基 本 をあ る 程 度 習 得 した と ころで 、パ ー トリー ダー 中心 のパ ー ト練 習 を設 定 した り、

ピア ノの 弾 け る生徒 の い ないパ ー トには 、音 声 多 重CDや 、録 音 機 能 の付 い た キ ー ボ ー ド等 の

機 器 を利 用 した り して 、 自主 的 な 練 習 が で きる よ う な環境 をつ くる こ とが必 要 であ る 。

教 材 を選 曲す る場 合 、 短 く単純 な もの 、繰 り返 して 練 習 が で き る よ うな魅 力 あ る もの 、 呼 吸

法 の 勉 強 に な る もの を視 点 とす る こ とが大 切 だ と考 え る。 そ して 、 曲 の イ メー ジ を もたせ 、 ど

うい う表 現 を した らよい か 等 につ い て 、 パ ー トリー ダー に話 し合 わ せ 、 全 体 で 合 唱 した 時 に 問

題 点 を 出 し合 い 、適 宜 、教 師 が 援 助 して い くこ とが必 要 で あ る。

◆3学 期(6時 間扱 い)

・よ り よい合 唱 表 現 をす る ため の技術 を高 め る 。

・指 揮 法 を指 導 し、指 揮 者 の リー ダ ー と して の役 割 につ い て理 解 させ る。

・指 揮 者 、 ピア ニ ス ト、パ ー トリー ダ ー等 との 連携 を は か り、皆 で 協 力 して作 って い く音

楽 の す ば ら しさを 味 わ う。

・よ り高 度 な合 唱 曲 に挑 戦 し、表 現 を追 求 す る。

4評 価 の観 点

(1)全 体 が ま と まっ て練 習 して い る か 。 曲の 完 成 度 は ど うか 。

(2)生 徒 の 自主 的 活 動 と して のパ ー ト練 習 が きち ん とで きて い る か 。

(3)パ ー トの 中 で の 個 人 の練 習 の取 組 み は ど うか 。

(4)ア ・カペ ラで合 唱 が で きた か 。 辱

(5)指 揮 者 、 パ ー トリ ー ダー等 が リー ダー シ ップ を取 って い るか 。

(6)合 唱 に親 しみ 、 更 に発 展 させ よ う とす る姿 勢 が 見 られ るか 。

5仮 説 検 証 の た めの 視 点

(1)親 しみ の あ る 曲 を教 材 と して 使用 す る こ とに よ って 、 生 徒 が 積極 的 に授 業 に取 り組 み 、

合 唱 の 基 礎 力 を高 め る こ とが で きる の で は な い か。

(2)生 徒 の 自主 的 な活 動 を重 視 して い くこ とに よ り、 よ り効 果 的 な合 唱 練 習 が で きる の で は

ない か 。

(3)合 唱 の基 本 を学 ぶ こ とで 、 さ ら に高 い次 元 の ア ンサ ンブ ル活 動 に意 欲 的 に取 り組 む の で

は ない か 。
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6学 習活 動の展 開(2学 期 第6時)

活 動 内 容 指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 観 点 ・ 方 法

発声練習 をする。 充 分 声 が 出 る よ うウ ォー ミ ン グ 歌 うことへ の動機付 けはで き

①準備体操 ア ップ させ る 。 た か 。

②腹式呼吸 ・上 下 の 歯 を軽 く合 わせ
、 お 腹 手 をお腹等 に当てて確認

導
か らブ レスをS音 等で直接歯 肩が上が らないか等

に当 て させ る。

③ ハ ミ ング ・1回 の ブ レス で 拍 数 を変 え な

④母音での発声 が らお腹 の 支 え を と らせ る 。

入 ⑤既習曲の復習 ・2度 ～3度 音 程 で発 声 練 習 を ・よ く響 く声 が 出 て い る か
。

・エ ー デ ル ワ イ ス
さ せ る 。 ・充分 声 が 出 て い る か

。

・サ ウ ン ドオ ブ ミ ュ ー ・口形 に注 意 させ る
。

ジ ッ ク 他 ・歌 詞 を明 瞭 に させ る。

① 自分 たちの演 奏 を 課題意識 を もって自主的 に授

聴 く 。 業 に取 り組めているか。

・前 回録 音 した ・生徒 自身に課題 を見付 け させ ・興味 を もって演奏 に耳 を傾

「は るか な友 に」 る 。 けて い るか 。

展 の テ ー プ を聴 く。

・感想や改善点 を述 ・意言 や感想が言 える ような雰 ・パ ー ト リ ー ダ ー が 練 習 の 視

べ 合 う 。 囲気 を作 る。 点 を と ら えて い る か 。

・全 員が話合 いに参加 して い

② パ ー ト練習 をす る。 る か 。

「は る か な 友 に」 ・パ ー トを まわ り、適 切 な助 言 ・意 欲 的 、協 力 的 にパ ー ト練

をす る。 習 を して い るか 。

開 ・ 「大 地讃 頒 」 の 音 ・表 現 を追 求 して い るか
。

取 り ・パ ー ト リ ー ダ ー が
、 リ ー ダ ー

・ ピ ア ノ ・ キ ー ボ ー
シ ップ を発揮 して い るか 。

ド、 テ ー プ等 を使

用

① 「はるかの友 に」 ・ハ ー モ ニ ー や バ ラ ン ス 等
、 気 パー ト練習の成果が生か され

「大地讃頒」の合 唱 をつ け なが ら歌 わせ る 。 て い る か 。

ま をす る。 ・全 体 のハ ー モ ニ ー を聴 きな

が ら歌 っ て い る か 。

と ② 各パ ー トで反省点 ・次 回へ の 目的意識 を もたせ る
。 ・ リ ー ダ ー の 反 省 を よ く 聞 い

を ま と め 、 リ ー ダ ー て い る か 。

め が発 表 す る 。

③ 「さ よ うな らみ な ・楽 し く合 唱す る雰 囲気 を作 る。 ・合 唱 を楽 しん で い る か
。

さま」 の合唱 をす る。
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7考 察

中学 時代 に合唱経験 を豊富に もつ生徒 が少

ない場合 、歌唱技術 が充分ではないため、正

しい ピッチが得 られず調和 の とれた きれい な

響 きにな りに くい、他 のパ ー トにつ られやす

い、 また、 リー ダー的人材 が育 っていない等

の問題 をかかえているのが現状 である。歌 っ

て もきれいに響 かなければ充実感が な く、合

唱 に対す る興 味 もうす れてい くとい うこ とに

もな りが ちであ り、 日ごろ より発声の基 本や

ハ ーモニー感 を身に付 けさせ る必要性がある。

本事例 における生徒の 反応 は、教材 と した
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曲 につ い て半 数 以上 の生 徒 が 「歌 い や す い 」、 「好 き」 と答 え て お り、逆 に 「嫌 い」 と答 え た 生

徒 は少 な か っ た こ とか ら 「親 しむ」 とい う点 で の導 入 の工 夫 と して は概 ね 成 功 だ っ た。 た だ 、

合 唱 の 完 成 度 と して は 、短 期 間で 歌 唱 の 基礎 力 を高 め る こ とは 困難 な こ とで あ り、質 の 高 い 仕

上 が りに な っ て い な くて もあ る程 度 や む を得 な い と考 え る。

リー ダ ーの 育 成 につ い て は 、指揮 者 や パ ー トリー ダー の人 材 が 少 ない 場 合 、教 師 主 導 で 練 習

を進 め が ちで あ るが 、 生 徒 に考 え させ た り、工 夫 させ た りした ことは大変 よか った。初 めはパ ー

トリー ダー が リー ダー シ ッ プ を とれ ず 、 ス ム ーズ に練 習 が で き ない とい う状 況 もあ り、 パ ー ト

練 習 が機 能 す るた め には 教 師 側 で練 習 の プ ロ グ ラ ム を組 んだ り援 助 した りす る こ と等 は 必 要 で

あ っ た 。 特 に男 子 の練 習 が 定 着 す る まで に時 間が か か った もの の、最 終 的 には生徒 だけ で各パ ー

トが 自主 的 に行 える よ う にな り、 リー ダー と して の 自覚 も徐 々 に 出 て きた よ うで あ る 。練 習 の

手 段 と して 、 ピア ノ以外 の音 響 機 器 の利 用 も大 変 効 果 的 で あ っ た 。 また 、生 徒 の指 揮 で 合 唱 す

る場 合 、 時 間 をか け て指 導 す る必 要 があ った が 、 自分 た ち で作 りあ げ る とい う意 欲 を引 き出 す

に は有 効 で あ っ た 。

練 習 が 進 む に つ れ 、音 の 間違 い を指 摘 す る者 や互 い に教 え合 う姿 等 も見 られ る よ う に な り、

各 パ ー トと も活 気 が あ っ て徐 々 にで はあ るが 表現 力 、集 中力 も出て きた。 また、 自分 たちの歌 っ

た 録 音 を聴 き、改 善 点 につ い て の 意 見 を言 え る よ うに な る な ど生 徒 一 人 一 人 の 成 長 ぶ りも評 価

で きる。 当初 、混 声 三 部 で 始 め た 曲 が授 業 の終 わ りの歌 と して定 着 し、 四 部 で 生 き生 き と歌 え

る よ う に な っ た こ と も一 つ の 成 果 で あ る 。 まだ安 定 性 に乏 しいが 、 ア ・カペ ラで 歌 う こ と も可

能 に な っ て きた。

また 、各 パ ー ト1～3名 の小 グル ー プ で歌 わせ る こ と も効 果 的 な方 法 で あ り、 他 の グ ル ー プ

の 演 奏 に興 味 深 く聴 き入 る姿 は 、 合 唱 に対 す る意 識 が 高 ま りつ つ あ る た め と考 え られ る 。 「聴

く」、 「歌 う」 とい う過 程 を色 々 な 観 点 か ら繰 り返 し、 そ れ が 生徒 同士 の 人 間 関 係 の 中 で 生 か さ

れ る時 、 充 実 した 合 唱 活 動 が で きる 。

さ ら に、 歌 唱 技術 を向 上 させ る こ とに よ り、 よ り豊 富 な合 唱 体験 を させ な が ら表 現 力 を高 め

て い くこ とが今 後 の 課 題 で あ る 。
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指導事例IVパ ソコ ンを利用 した創作指導 の試 み 音楽II

1題 材 設 定 の理 由

音 楽 的 な基 礎 力 が十 分 身 に付 いて い ない 生徒 の 中 に は 、「楽 譜 」 が 授 業 の あ らゆ る 面 で 壁 と

な る場 合 が多 い 。 生徒 た ち に とっ て 「楽 譜 が 読 め な い 、 わか ら ない 」 とい う こ とが 「音 楽 の 授

業 が 面 白 くな い 、 や ら され て い る」 とい う感 覚 につ なが る一 つ の 要 因 だ と考 え られ る 。 ま た 一

方 で 、 音 楽 は 生徒 た ちの 生活 の 中 に は な くて は な らな い 身近 な存 在 で あ る 。 ア ンケ ー トを とる

と 「音 楽 は好 き」 と答 え る生徒 が殆 どで あ る。 しか しそ れ は 、 自分 の 好 きな音 楽 や 気 に入 っ た

音 楽 を 「聴 くだ け」 とい う受 け 身 的 な場 合 が 多 い 。音 楽 科 の教 師 に と って 、 も っ と生 徒 た ち に

自 ら音 楽 に対 して ア プ ロ ーチ して い くよ うな広 が りを もっ て も らい た い、 そ れ に は ど う した ら

よい か が課 題 の 一 つ で あ る。

最 近 、パ ソ コ ンを活 用 した授 業 実 践 が多 く紹 介 され て い る が 、 テ レビ ゲ ー ム世 代 の生 徒 た ち

は 、比 較 的抵 抗 な くパ ソ コ ンに触 れ る こ とが で きる よ うで あ る 。 そ こ でパ ソ コ ンを使 い ゲ ー ム

感 覚 で 学 習 を進 めて い く中で 、 生徒 た ち の楽 譜 に対 す る苦 手 意識 を な く し、音 楽 的 な基 礎 力 を

少 しで も身 に付 け させ る こ とが で き るの で は な いか 、 また 、繰 り返 し聴 い て確 か め なが ら入 力

す る活 動 を通 して生 徒 一 人 一 人 が 自分 の作 品 の イ メ ー ジ を実 感 と して つ か ん でい くこ とが で き

る の で は な い か と考 え 、本 題 材 を設 定 した 。

2指 導 目標

(1)パ ソ コ ン を使 っ た音 符 入 力 に よ り楽譜 ・読 譜 に慣 れ る。

(2)コ ー ド進 行 と旋律 の 関係 を知 る。

(3)入 力 した旋 律 や伴 奏 を聴 い て確 か め な が ら進 め てい くこ と に よ り、創作 意 欲 を もた せ る。

(4)自 分 の作 っ た単 旋 律 に ア レン ジ を加 え て い くこ とで 、 よ り曲の イ メー ジを豊 かに もたせ 、

音 の 広 が りを感 じ と らせ る。

3指 導計 画(対 象:2学 年/18時 間 扱 い)

◆ 第1次(5時 間)

・パ ソ コ ン ソ フ トの基 本 操 作 の 説 明 ・演 習

・コー ドネ ー ム とそ の構 成 音 の復 習(基 本 的 な3和 音 の コー ドネー ム は1年 で既習)

・和 音 構 成 音 を使 っ て旋 律 を作 る練 習

・経 過音 、 刺 繍音 を加 え て旋 律 を作 る練 習

◆ 第2次(12時 間)

・決 め られ た コー ド進 行(24小 節)に 和 音 を入 力

・旋 律 を作 り入 力

・タ イ トル決 め の 音 色 ・テ ンポ の設 定

・ア レ ンジ デ ー タの 読 み 込 み と貼 り付 け

◆ 第3次(1時 間)

・仕 上 が っ た作 品 を録 音 、 発 表

一16一



4評 価 の 観 点

(1)「 入 力 ・一聴 く」 とい う活 動 に集 中で きた か 。

(2)和 音 の響 きに あ っ た旋 律 を工 夫 で きて い る か 。

(3)自 分 の 曲 に イ メ ー ジ を もち 、音 色 ・ア レンジ を選 べ たか 。

5仮 説 検 証 の視 点

(1)パ ソ コ ン とい う媒 体 を利 用 す る こ と に よ り、音 楽 的基 礎 力 が 十 分 身 に付 い て い ない 生 徒

に も、創 作 す る 楽 し さを味 わ わせ る こ とが で きる の で は ない か 。

② 入力 す る とい う作 業 を 通 して 、音 符 価 値 や コー ド進 行 等 につ いて 自然 に学 習 す る こ とが

で きる の で は ない か 。

(3)パ ソ コ ンで 「入 力ご 聴 く」 とい う活 動 をす る こ と を通 して 、 自分 の イ メー ジ を音 楽 で 表

現 で きる 楽 しさ を味 わ え る の で は な いか 。

6学 習 活 動 の 展 開

指 導 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

【第1次 】

パ ソ コ ンソ フ トの 基 ・起 動 、 ス コ ア エ デ ィ タ 、 プ レ イ ・新 しい ソ フ トの使 い 方 に慣 れ さ

本操作 を理解 させ る ヤ ー ウ ィ ン ドー の 使 い方 等 を練 せ る 。

コ ー ドネ ー ム の復 習 習 す る。

和音入力の練習 ・入力(準 備)し て ある コー ドネー ・指 定 され た トラ ッ ク に入 力 させ

ム記号 を[和 音入力]で 設 定 し る(Track5)。

なが ら音符になお して入力す る。 ・コー ドネー ム(記 号)の 構 成 音

を確 認 させ る。

・根 音
、 メ ジ ャ ー 、 マ イ ナ ー 、 と

選 択 して い くこ とで コー ドネ ー

・保 存 し 、 プ リ ン ト ア ウ トす る 。 ムの 理 解 を深 め させ る。

・コ ー ドネ ー ムの構 成音 を確 認 で きた か 。

構成音で メロデ ィを ・教 師 の サ ン プル をモ ニ ター で 見 ・拍 の グ リッ ド線 を手 が か りに音

作 る練習 を させ る なが ら聴 く。 符 の 長 さ を考 え させ る 。

・A-Aノ の 形 式 に 注 目 さ せ る 。

・入力 した和音 の構 成音 を使 っ て ・指 定 され た トラ ッ ク に入 力 さ せ

メ ロ デ ィ を入 力 す る 。 る(Track6)。

・旋 律 の 流 れ が ス ム ー ズ に な る よ

う意 識 させ る 。

・和 音進行 と旋律 が とけあって い

経過音 ・刺繍音の説明 るか確認 させなが ら入力させ る。

機械音以外の音 も使っ

て メ ロ デ ィー を作 る ・教 師 の サ ン プル をモ ニ ター で 見 ・構 成 音以 外 の音 を使 用する と旋

練習 をさせ る なが ら聴 く。 律 が豊かになることに気付かせる。
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・A-A'の 形 式 を意 識 で きた か。

・和 音 進行 の響 きを聴 きなが ら旋 律 を考 え られ て い る か。

【第2次 】

説明

和音の入力

メ ロ デ ィの 入 力

・24小 節 の構 成 につ い て 説 明 を 聞

く。

・新 し い ソ ン グ フ ァ イ ル を 開 く
。

・入 力(準 備)し て あ る コー ド進

行 を[和 音 の 入 力]で 設 定 しな

が ら音 符 に な お して 入 力 す る 。

(24ノ」、負行)

・既 に入 力 して あ る和 音 の 響 き を

聴 きなが らメ ロデ ィを入 力す る。

・イ ン トロ～A-A'-B-A'

～エ ンデ ィ ング(Aノ)の 形 式

に注 目 させ る 。

・これ か ら新 しい作 品 に取 り組 む

意識 を もたせ る。

・指定 され た トラ ック に 入力 させ

る(Track5)。

・同 じパ タ ー ン の 繰 り返 し に は

「コ ピー 」 と 「ペ ー ス ト」 を利

用 して 入力 作 業 の 簡 略 化 を は か

る 。

・指 定 され た トラ ック に入 力 させ

る(Track6)。

・A-A'm-Aノ を意 識 させ

て旋 律 を作 る よ う に させ る。

・A-A'-B-A'を 意識 で きてい るか
。

・和 音 の響 きにあ った旋 律 を工 夫 で きて い るか
。

音 色 ・テ ンポ の設 定

ア レ ンジ デ ー タ の 読

み 込 み と貼 りつ け

・自分 の作 品 に タイ トル をつ け イ

メー ジ にあ っ た音 色 ・テ ン ポ を

選 ぶ 。

・い ろ い ろ な ア レン ジデ ー タ を読

み 込 ん で聴 く。

・自分 の作 品 の イ メ ー ジ にあ っ た

ア レン ジデ ー タを選 ぶ 。

・ア レン ジ を貼 りつ け る。

・自分 の 作 品 に具体 的 な イ メ ー ジ

を もた せ る。

・ア レ ン ジ デ ー タ の 構 成 を 理 解 さ

せ る 。

(イ ン ト ロ 、 ア レ ン ジ1、 ア レ

ン ジ2、 エ ン デ ィ ン グ)

・ア レン ジパ ター ンだ け を貼 りつ

け る こ と に注 意 させ る。

(ア レン ジデrタ は パ ター ン と

コー ドか ら成 り立 っ て い る)

・自分 の作 品 に イ メー ジが もて たか 。

・自分 の作 品 にあ った音 色 ・テ ンポ ・ア レ ンジ を選 べ たか 。

・イ ン トロか らエ ンデ ィ ング まで の 流 れ を感 じ とれ た か。
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【第3次 】

発 表

・お 互 い に作 品 を発表 し聴 きあ う。

・友 達 の作 品 の よか っ た点 、 自 分

の作 品 の工 夫 した点 を ま とめ る。

・同 じコ ー ド進 行 で も様 々 な 曲 が

で きる こ とに注 目させ る。

【入力作業 にお ける生徒の活動】

見て確靭

7評 価 の 工 夫 例

()年()組 氏名( )

入 力 聴 い て確 量刃

()年(〉 組 氏名( )

K/r、/コ ンZ7曲 作Lノ に 挑 鞍!.、 レ窟後にジ

qパ ソコン砦艇っ3諜凶協示る籟9は どうでしたか?

〔 とノぐも楽しかっ ・ つまらなかter_・ どちらともいえないl
i2所定されてL噛 …ムの構虞音が何の跨かが分かるようになったと思いますか?

蜘 。顯3'燃 蒲 蔭曜 ～朧 鷲 糞錠、播 拶}励 い}
{よ 分かasうr,:っ た ・ 陀 なく分かってきた ・#Yよ く分からないl

l4「入力= 、 ンのPY4FfY.あ なたが作南するhで 器～に¢ちましたか?
[ノ やすか'・ 分かりにくかった ・ どちらともいえない]

i5またいっか作曲に腱戦してみたいと思いますか?

〔 はい ・ いいえ ・ どちらともいえない 】

冒購

鶴 ン__儒,、 ス=.グ.一.♪

①あなたが良かったと思う友達の作品を1つ 挙げてください.

()年()組 氏名()の 作品

タイ トル 『 初 ん こ 』

②どんなところが良かったと思いましたか?具 体的に審いてください.

あり 脅つ穿手のイ人 一ジ カ…で'z歯 オ'該'

ケ功 ・ニマリ 効,ガ1.卉
.i

e8

麟パソコンで鰍:隙 し蝦 疑 脚 返・て・魏 ⑳ 鞭 肖血に書いてください・1.
纂儀し畿 ・i

《/i・,/コン で「曲 作 しノに 疹修戦/、 、した螢に♪
'1,ペソ㍗ 灘 動脱;譜 二

い 。。、と。。.use7
頓嬬定されていたコ騨ドネ匿・ムの禍蕨音が何のit、が分かるようになっr_t::いx4m?

〔 よく分かるようになった ・ いたい分かってe層 ・ まだよく分からない 〕
鋤人YINASEし て、晋寄の勲翻とモの媛さ力分かうように2っ たと塁いますか?

〔 よく分かるようになった ・ く分かってrr_・ 衷だよく分からない 〕
儲〕「人力=く 、 コンの樹作は、あなた るi二で憺に、アちましたか?

〔'ワ やすかった ・ 分かワにくかった ・ どちらともいえない 】
Lil£たいつか作曲に桃轄してみたいと思いますか?

はし ・ いいえ ・ どちらともいえない)

酒 膚 ψ四コンで囲偶ノ脇 輯!発 表Da'ノス=ン グ ノ_rv

①あなたが良かったと思う友雄の作SLC1つ 蛍げてください.

()年()纏 氏名()の 作品

タイトル 『Jとk*獣 凶

　②どんなところが良かったと思 いましたか?具 体的に書いてください. ヨ

{
・快 脈}も 俺 よ惰 挿 く1晒 し㌣・1アど

'4ii'M・こ
n曲 ヒ 畝77も 慨 ザ 可う.i

の

署、9:1tソコンで牢劇1に桃融した捜粟を蛋り返って、あなたの感螂を蹴巾に書いてください.

虜.こ ・〈 楽 し分「た ・ もし ま笈 台5燃 ガ・、が 辱み 謬列 §

花r乗13㌔ っビ ㍉ ・・、も磁 作1,フ ミい,

8考 察

事 前 の ア ンケ ー トに よ る と 「パ ソ コ ンに興 味 を もって い る』 と答 え た生 徒 は半 数 以 上 で あ っ'

た。 ま た 、 『パ ソ コ ンを使 っ て作 曲す る活 動 は ど うだ っ たか 』 に は約7割 の 生 徒 が 「とて も楽

しか っ た」、 『"入力=聴 く"と い うパ ソコ ンの作 業 は作 曲す る上 で役 立 っ た か』 に は 「分 か りや

す か っ た」 と約 半 数 の生 徒 が 答 え て い る 。実 際 に生徒 た ち は驚 くほ ど集 中 して活 動 して お り、

楽 譜 に苦 手 意 識 を も って い る生 徒 た ち に とって パ ソ コ ンの利 用 は大 変 有 効 で あ っ た とい え る 。

さ ら に、 この 授 業 に入 る前 に は 「作 曲 に興 味 を もっ て い る」 と答 え た生 徒 は3割 程 度 しか い な

か った が 、 作 品 が で き上 が っ た後 に は半 数 以 上 が 「また作 曲 に挑 戦 してみ た い 」 と意 欲 を示 し

て い る。 また 自分 の イメ ー ジ を音 楽 に表 わ して い くとい う広 が りを"入 力 ご 聴 く"と い う作 業 を

通 じて あ る 程 度 導 き出せ た こ とは 、最 後 の 発 表会 で の生 徒 の反 応 か らうか が え た。

一 方 で 課 題 もい くつ か残 っ た
。操 作 しや す い ソ フ トの選 定 も重 要 なポ イ ン トで あ る。 パ ソ コ

ン ソ フ トの操 作 の理 解 に 時 間が か か っ た こ と、音 符価 値 を理 解 し正 し く記 譜 で きる よ うに す る

指 導 上 の 問題 点等 、今 後 、工 夫 ・改 善 して い か ね ば な らない 。
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指導事例V箏 の演奏 を取 り入れた 日本音楽の指導 音楽II

1題 材設定 の理 由

様 々な音 にあふれた現代社会の中で生活 してい る生徒 たちが 、 日本音楽 とい う面からみると、

ほ とん ど無縁 であ り、知 らないままにつ まらない もの、あるいは 自分 には全 く関係の ない もの

と してや り過 ご しているのが現状であ る。 これは、世界 中のあ らゆる種類の音楽 を多様 な手段

によって耳 にす ることが可 能になった現在、身近で あったはずの 日本音楽が 、 日常生活の 中 か

ら遠 ざか り、希薄化が進んでいる状況 にあるため と考 え られる。 レコー ド店 な どで も日本 音楽

の作 品のコーナ ーはわずか しかな く、LDに いたっては学校教材用 に作 られた もの以外種 類 も

少 ない。

しか し、今後 さ らにグローバル化 してい く国際社会 において、 日本の伝統 文化 に対す る理 解

とい う点 か らも、生徒 たちに日本音 楽を指導 し、授業 の中で もっと 日本音 楽に触 れ させてい く

こ とが必要 である。お正 月の テレビ番組 な どの他、 日常 的にあ ま り箏の調べな ど耳に した こ と

もない生徒 たちに箏 の曲を聴かせ ると、ほ とんど全 員が 「何 とな く日本的で、落 ち着 く」 とか

「箏特有 の音色が きれい」等 、肯定 的な反応 を示す 。このことか ら も、生 徒 た ちは 日本 音楽 に

触 れ る機会 が少 ないため、 自ら日本音楽を 自分の生活 にと り入 れよ うとす る気持 ちが少 ない だ

けであ り、生徒 た ちの中に も日本音楽 を受け入れる感性 は十分 にあるこ とが うかが われ る。

すで に小 ・中学校で も、 日本音楽の鑑賞が行 われてい るが、 日本音楽 のよさを生徒 たちに更

りよ く深 く実感 させる必要が ある。そ こで、実際 に自分で箏 を演奏 する とい う直接体験 を通 し

て、生徒た ちにその楽 しさ ・難 しさ ・奥深 さ等 を理解 させ、 日本音楽の よさを体得 させ よ う と

考え 、本題材 を設定 した。

2指 導 目標

(1)日 本音楽 をよ り身近な もの と感 じさせ る。

(2)日 本の伝統楽器(箏)の もつ よさを実感 させ る。

(3)日 本音楽の もつ余韻な どの美 しさを感 じとらせ る。

(4)箏 による合奏(二 重奏)の 美 しさ ・楽 しさを味 わわせ る。

3指 導計画(対 象:2学 年17時 間扱 い)

◆第1次(5時 間)「 『さ くら 』(平 調子)を 弾 ける ようになろう」

・箏 曲 「千鳥 の曲」 を鑑賞 し、箏 の美 しさを知る

・基本的 な箏 の手法 を学習理解する

箏 の しくみ

絃 名について

箏爪 について

箏の楽譜の読み方

基本的左 手の手法

基本的右手の手法

・初歩的 な練習 曲を弾 く

・ 「さ くら」 を練習する

押 し手 ・弱押 し ・強 押 し

合 わせ 爪 ・か き手 ・割 り爪
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◆ 第2次(12時 間)「 各 自の興 味 ・関心 に合 わせ て 、箏 の演 奏 能力 を の ば し、 日本 音 楽 の

よ さ を感 じ とろ う」

・箏 の多 様 な手 法 を学 習 す る

左 手 の手 法 後 押 し ・掛 け押 し ・つ きい ろ ・ひ きい ろ ・け し爪

右 手 の手 法 す くい 爪 ・か け 爪 ・半 か け爪 ・押 し合 わ せ ・輪 連 ・引連 ・す り爪 ・波

返 し ・散 し爪 ・トレモ ロ ・裏連 ・流 し爪 ・ピチ カー ト ・ス タ ッカー ト ・

グ リ ッサ ン ド ・ア ル ペ ジ オ

・柱(じ)の 立 て方 を理 解 し実 施 す る

・平 調 子 に合 わせ る(調 絃)

・楽 譜 を見 なが ら、箏 曲 「六 段 」 を鑑 賞 す る

・ 「荒城 の 月」(第 一 箏 、 第 二箏)や 「さ くら変 奏 曲」(第 一段)を 練 習す る

・い ろ い ろ な 日本 音 楽(尺 八 、三 味 線 、 琵 琶 、 笛 、太 鼓 、雅 楽 等)を 鑑 賞 す る

・箏 の二 重 奏 な どに取 り組 む

・自分 の練 習 の成 果 を発 表 す る

4評 価 の観 点 、

(1)日 本 の伝 統 楽 器 に 親 しみ を もっ て触 れ てい るか 。

(2)箏 の 基 本 的 な演 奏 技 術 の習 得 に興 味 ・関 心 を も って い る か 。

(3)日 本 音 楽 独 自の よ さ を理 解 し よ う と してい るか 。

(4)日 本 的 な音 楽 表現 を追 求 しよ う と して い るか 。

5仮 説 検 証 の 視 点

(1)箏 とい う楽 器 の授 業 へ の導 入が 、生 徒 に とって 取 り組 み や す い授 業 とな り得 て い る か 。

(2)箏 とい う楽 器 に生 徒 が 興 味 ・関心 を もって 演 奏 して い る か 。

(3)箏 の 練 習 を して い る こ とが 、他 の伝 統 楽 器 に対 す る興 味 を 喚起 して い る か 。

(4)箏 を実 際 に弾 くこ と に よっ て 、 日本 音 楽 が よ り身 近 な もの とな っ て い る か 。

6学 習 活 動 の 展 開(第2次8時 間 目)

学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点 評 価 の 観 点

・笛 の 曲 「一 夜 月」 を ・楽 器 の 特徴 を しっ か り聴 ・日本音 楽 に興味 ・関心 をもっ

鑑 賞 す る 。 き と ら せ る 。 て い る か 。

導 ・日本音楽独特 の美 しさを ・日本音楽独得の美 しさを感

・鑑 賞記録 に感想 を記 感 じと らせ る 。 じて い るか 。

入 す る 。

・箏 を弾 く用 意 をす る。

立奏台、譜面 台
入

・平 調 子 に調 絃 す る 。 ・音 の聞 き取 りに慣 れ させ ・正 し く調 絃 され て い るか 。

(柱 をた て る) る 。
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・ 「荒 城 の 月 」 「さ く ・箏特有の音色 の美 しさや ・箏特有の音色の美 しさを感

ら」 な どの曲を箏 で 多様な手法 に関心 を もた じてい るか 。

練 習 す る 。 せ る 。 ・箏の多様 な手法 を理解 して

展 い る か 。

・箏の演奏技術 を向上 させ ・箏の演奏技術 の向上 にすす

る よ うに取 り組 ませ る 。 ん で 取 り組 ん で い る か 。

・二重 奏 な ど に取 り組 ませ ・合 わ せ る 楽 しさを 感 じて い

る 。 る か 。

開

・グ ルー プ ご と に練 習

す る 。

・練習の途中経過 を披 ・人 前 で演 奏 す る こ と も よ ・他 の グ ル ー プの 演 奏 を興 味

ま
露 す る 。 ・ い経験 になるこ とを理 解 を もっ て聴 い て い るか 。

と さ せ る 。

め
・感 じた こ と、気 付 い ・自分 の演 奏 に活 か せ る よ

た こ とを記 入す る。 う に考 え て聴 か せ る。

7日 本音楽の指導にお ける評価 の工夫例

日本音楽 に慣 れ親 しませ るためには、 箏

や尺八、三味線 な どを用 いた演奏活動や創

作 の授業LD等 を活用 した鑑賞 の授業等 が

行 われてい る。 この ような 日本音楽の授業

においては、楽器 の独特 の響 きや演奏法、

リズム等が理解で きているか、また、興味 ・

関心 や意欲が高 ま り生徒 自らが 日本音 楽 に

ついて調べ てみ ようとしてい るか等 につ い

て、評価 する必要 がある。

そのためには、観察法や記述法 を用 い た

り、演奏発表 に対す る相互評価 を活用 した

りして、生徒一人一人の関心 ・意欲 ・態 度

を適切 に評価す るこ とが考え られる。

右 の鑑賞記録 は、箏の面数が少ないため、

箏の練習 と笙 についての課題学習及 び鑑 賞

をグループに分けて平行 して行った授業で、

記 述法 を工夫 した例である。

蝿
欝

隷 綱溺子 【たいしきちょうのちょうし,

笙`し ょう}

宮口 まゆみ(CO星 の輪 一宣臼まゆみ笙の世昇一1

箇で.櫛 ・て楓,て も奮紬 磯 逐`諏,て、嚇`噸 ζ
智扁 な{鰐 †る二とrracaa.

,r_そ してtanロ 並け ンサンynの 凌めに留オら払.藤 訣も
翻RShて 義酵 率議齢っていろカを脇:剣 蟹できな《なり.曇
hL『 タて粛器 樋 に叫 εおこし彪 並朔7亭 の管のうら2亭 ・

`毛・也}断 が虞なw管8;聖,て 、・る.
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8考 察

音楽 の授業 においては、歌唱 ・器楽 ・鑑賞が3つ の柱であ り、 日本音 楽における器 楽の取組

み と して、生徒 たちが簡単 に弾 けて楽 しめ る箏 を授業 に導入す ることに した。箏 は、美 しき音

色が 出せ る ようになるまで にかな りの練習 を要す るヴ ァイオリンの ような楽 器 と違 い、弾 け ば

誰 にで も箏 らしい きれいな音色が 出せ、それな りの満足感が得 られ、授業 で生徒 たちに取 り組

ませ るには適 当な楽器であ る。

箏 の実物 を実際 に見 たこ との ない生徒 も多 く、最初 は箏 を自分で弾 くな どとは思 って もい な

か った生徒 たち も、毎時間取 り組 んでい くうちにだんだんの箏 に な じみ、上手 く弾 けるよ うに

なればなるほ ど箏 を弾 く楽 しさを実感 していた。

最初 に箏 を弾 かせ る際の問題点 と しては、箏 をギターと同様 に弦 をは じいて音 を鳴 らす 楽器

とい う印象の強 い生徒が多 く、箏爪で弦 をは じいて しまう場合 が見 られた。 それ には、無 理 な

く弦 を押 さえて弾 けるようになる初歩 の練習 曲を作 って学習 させる ことに した。 また、生 徒 に

使わせ る箏爪 は数多 く用意 したが、 自分に合 うもの を見付け出すのに結構時 間がかか り、個 人

用の箏爪の購入等の考慮が必要であろ う。 しか し、 どの様に演奏 して も容易 に 日本的 な音 色が

出 るため、 トレモ ロを してみた り、つ ま弾 いて楽 しんだ りと、様 々な工夫 を しなが ら練習 に取

り組 む生徒 も見 られた。

日本音 楽に接 す る場 を設定する とい う観点か ら、音 楽選択の生徒 たちによる箏の演奏 を全 校

生徒 の前 で行 う工 夫 を してみたが、 日ごろ、箏の演奏 な どほ とん ど目に した ことのない高校 生

には、友達 が箏 を演奏す る姿 は新鮮 に映 り、箏の 日本 的な音色 と ともに好 感 をもって受 け 入れ

られた。 この ことか らも、生徒 たちの 日本音楽や邦 楽器 に対す る受容力は高い と考 えられるが、

邦 楽 自体の もつ よさに慣 れ親 しんで いないため、授業 に取 り入れ る際 には配慮が必要 であ る。

今後 の課題 と しては、邦楽 の多 くの作品 ・演奏 の中か ら、今の生徒 たちに も理解 で きる美 し

さを探 し出 し、授業 の中に取 り入れてい く必要 がある。 また、箏のみの活用 で十分 とい うもの

で もな く、生徒 たちに尺八や三味線の実物 を見せ た り演奏 した りするな どの活動 を通 して、 日

本音楽へ の興味 ・関心 を広 げることも大切 である。

一方
、箏 の基本的 な手法 を学習 した後に、その手法 を更 に工 夫 した創作や生徒 の身近 にあ る

リコー ダーや ピアノ、 シンセサ イザー等 との合奏 、二 ～三面の箏 に よる創作合奏 な ど箏 を中心

に色 々な楽器 による組み合わせ によ り活動の場 を増や してい くことも課題 として残 った 。

この ように して、 よい演奏 を多 く聴 いた り、実際 に楽器に触 れた りして いけば、生徒 た ちの

心 に 日本音楽の もつ よさを印象付 ける ことは可能であろ う。結 局いい もの と接す ることで 、生

徒 は、その よさを純真 な曇 りのない感性 で とらえ、その奥底 にある精神 にまで気付 くもの であ

る。それ は、音楽の もっている素晴 らしさであ り、西洋音楽 とか 日本音楽 とかい うジャンル を

越 えた音楽の力その ものであろ う。そ して、 日本音楽 をもっ と生徒 たちに近付 けていけ ば、 ク

ラシ ック音楽 と同様その古典的美 しさ ・素晴 ら しさをよ り生徒 たち も理解 し、よ り身近 な もの

ととらえ、 自分の生活に と り入れて行って くれ るのではないか と考 える。
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IV研 究 の ま とめ と今後の課題

1研 究の まとめ

本年度 は、音楽 の授業 において生徒が楽 しく参加 し、意義あ るもの と感 じ、次の学習へ の期

待が もてる ような授業の在 り方 について研究 を進めた。

この ことは、授業 を進め るうえで基本 的なことであ り、音楽科 の教師全員 が掲げる 目標 で も

あ り、そ して、毎 日の課題であ る。

しか し日々の授業 の中で は、この 目標 を実現す る場合、多 くの課題があ る。そ こで、授 業 が

楽 し く有意義 な もの として生徒一人一人の心 に残 るためには、題材 を越 えて共通の解決へ の糸

口がある と考え、その糸 口を見いだすための指導の工夫 と改善 につ いて研 究 を進める こと と し

た。そのために、音楽 の授業で は、体験 があ りそれが発展 してい くとい う構 造 か ら、 「音 楽 に

親 しみ、音 楽的視野 を広 げるための授業 の在 り方」 と研 究主題 を設定 した。

「音 楽に親 しむ」 とい う行為や、「音楽的視野 を広 げる」 とい う過 程 につい て は、音 楽 にか

かわ る体験 が、固定 してその時点 に停 まる ということな く、次 に向けて発展 しようとす る力 が

働 くもの と考え られる。生徒が ある音楽に親 しみ をもてば、 自然 と更 に深い感動 を求めた り、

次 の体験 を求めた りする ものである。 また、感動体験か ら知識 的理解への欲求が生 まれ、視 野

の広が りをもた らす。そ して、視野の広が りは、親 しみ を更に深 めた り、体験 を広 げた りしな

が ら、更 に感動 を深め、視野 を広げ るとい う循環 を繰 り返 してい くもの ととらえ られ た。

また、「親 しむ」 と 「視野が広がる」 には、「深 ま り」 と 「広 が り」 の2方 向へ の発展指 向が

ある。その2方 向は少 しずつ移動 しなが ら、更 に発展 し次の体験 や知識理解 を求 め、相互 に作

用 しあい、螺旋 的な発展 の過程 を生 じてい く。この発展過程は、半ば 自立的 な動 きで あるが音

楽 の授 業 においては、教 師の親 しむための工夫や視野 を広げるための適切 な授業展開が必要 と

なる。

授業実践 において、「親 しむ」 ための工夫 と して、生徒が 日常的 に親 しんでい る楽 曲 を活 用

し、 目標 の達成 に向けた題材の工夫、電子機器等の生徒 が興味 ・関心 を もつ媒体の利用 、本 物

の楽 器の体験等 を取 り入 れた。 また、「視野 を広 げる」 こ とについ ては 、音 楽体験 の深 ま りや

より深 い感動 を体験す るこ とも含む もの ととらえた。知識 を増やす だけで な く、音楽 内容 の感

得 、感動 の深化 も視野 の広が りであ る。そ こで、言語や視覚 に よる伝達 と習得のみ な らず 、 よ

り深 い音 楽体験 がで きる ようにす るため、生徒主体 による学習活動 や 自己評価 ・相互評価 の活

用等 を授業 の展開で取 り入れた。この ような工夫 によ り、音 楽に対す る自信や意欲 、表現 力や

集 中力が高 ま り、音 楽へ の興味 ・関心 をもつ ようになった生徒 も少 な くない。

2今 後の課題

「親 しみ」のため には、 どの ような題材が授業展開の動機付 け となる更 に研究す る必要 が あ

る。合わせて、 どの ような指導方法が有効であるかについて も授 業実践 を通 して追求 してい く

ことが課題 と して残 った。 また、「視野 を広 げる」 ことを目標 とす る こ とにつ い て は、知 識偏

重の授業が 中心 となることのない よう、生徒 主体 の授業や課題学 習な どを取 り入れた年 間の指

導計画 を作成 し、音楽 自体 を楽 しむこととの均衡 を図ることも課題である。
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